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裏表紙 会社情報・株式情報

当社宇部ケミカル工場が、2023年3月18日公開の映画
『シン・仮面ライダー』の撮影にロケ地として協力しました。

東京本社　〒105-8449　東京都港区芝浦1-2-1 シーバンスN館
宇部本社　〒755-8633　山口県宇部市大字小串1978-96

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

※本ビジネスレポートに記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含ま
れています。実際の業績は当社の予想と大きく異なることがありますことをご承知おきください。

会社情報・株式情報
会社概要 （2023年3月31日現在）

新役員 （2023年6月29日現在）

設立 1942（昭和17）年3月
資本金 58,435百万円
従業員数 2,216人 （連結 8,028人）
連結対象会社 51社

（連結子会社36社、持分法適用会社15社）

株主メモ

　市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお
手続きで必要となります。
　このため、株主様からお取引の証券会社等へマイナンバーのお
届出をお願いいたします。

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内

お手続きの内容
証券会社の口座を

開設されている株主様
のお問い合わせ先

証券会社の口座を
開設されていない

株主様のお問い合わせ先

単元未満株式の買取・買増

お取引先の証券会社
三菱UFJ信託銀行

株式会社 証券代行部

住所・氏名等の変更

株式の口座振替請求

配当金受取り方法の指定

未払配当金のお支払 三菱UFJ信託銀行
株式会社 証券代行部その他株式事務について

株式に関するお手続きについて

事業年度 毎年4月1日より翌年3月31日まで

定時株主総会
開催時期 毎年6月下旬開催

基準日　 定時株主総会　3月31日  期 末 配 当　3月31日 
 中 間 配 当　9月30日

公告の方法 電子公告（https://www.ube.co.jp）

株主名簿管理人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（同連絡先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

 0120-232-711（通話料無料）

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先
証券口座にて株式を管理されている株主様
お取引の証券会社
証券会社とのお取引がない株主様
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
フリーダイヤル 0120-232-711

IRカレンダー（2023年6月～2024年5月）

第2四半期 第3四半期 第4四半期第1四半期

   11月上旬
▌第2四半期決算発表

   12月上旬
▌ビジネスレポートVOL.22 発行

   6月29日
▌定時株主総会開催
▌ビジネスレポートVOL.21 発行

   
   8月中旬
▌統合報告書 発行

   8月上旬 
▌第1四半期決算発表

   2月上旬
▌第3四半期決算発表

   5月中旬
▌通期決算発表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

取締役会長 山本　謙
代表取締役社長 泉原雅人
代表取締役 玉田英生
取締役 石川博隆
社外取締役  福水健文
社外取締役  満岡次郎

山本　謙 泉原雅人

山本爲三郎

満岡次郎

玉田英生

石川博隆 福水健文

鈴木智子

取締役監査等委員 藤井正幸
社外取締役監査等委員 山本爲三郎
社外取締役監査等委員 鈴木智子
社外取締役監査等委員 田中達也
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連結業績ハイライト

藤井正幸

田中達也

Ⓒ石森プロ・東映/2023 「シン・仮面ライダー」 製作委員会

ＵＢＥ採用チーム
公式アカウント @ube_recruiting

山本爲三郎
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株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
第117期（2023年3月期）のビジネスレポートをお届けするにあたり、

一言ご挨拶申し上げます。

当期の業績
当期においては、ウクライナ情勢に伴う原燃料価格高騰に対して各製品

の販売価格是正を進め、また機能品セグメントにおいて販売が堅調に推移
しましたが、セメント関連事業を持分法適用関連会社（ＵＢＥ三菱セメン
ト株式会社）に移管した影響が大きく、売上高は前期を下回りました。営
業利益は、樹脂・化成品セグメントにおける原燃料価格高騰および需要減
退による販売数量減少に加え、アンモニア工場で隔年の定期修理を実施し
た影響が大きく、前期を下回りました。経常利益・親会社株主に帰属する
当期純利益は、営業利益の減少に加え、セメント関連事業が石炭価格高騰
の影響を受け持分法投資損益が大きく悪化したことから、前期を下回り損
失となりました。

配当について
当社は株主の皆様へ安定的な配当を継続することを基本方針とし、さら

に積極的な成長投資を通じた持続的成長により企業価値を高め、将来の株
主還元の一層の充実を図ってまいります。
当期の期末配当は、1株当たり45円といたしました。中間期に実施した1株あたり50円の配当と合わせ、年間1株

あたり前期同額の95円の配当となります。
また、次期につきましては、年間1株あたり100円の配当を予定しております。

中期経営計画の取り組み
当期の業績は、ナイロンポリマー、カプロラクタムおよびセメント関連事業において需要低迷や原燃料価格上昇の

影響を受けて最終損失となりましたが、当社グループは中期経営計画の基本方針のもと、スペシャリティ化と地球
環境問題への取り組みを強く意識した事業構造改革を進め、業績の回復と収益基盤の強化を図ってまいります。
さらに、当社グループの有する技術力やバリューチェーンにおける強みを活かして高付加価値と高収益性を実現で
きるスペシャリティ化学に重点的に経営資源を投入し、将来の更なる成長を推進します。
一方、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンを人的資本充実の最重要課題と位置づけ、ワークエンゲージ

メントの向上とともに挑戦する社風の醸成に取り組み、またDXを推進することで業務の効率化や新たな顧客価値の
創出を加速します。
化学事業持株会社として新たなスタートを切った当社は、スペシャリティ化学を中核にグローバルな成長を目指す

とともに、機械事業やセメント事業については自立的かつ機動的な運営を推進し、グループとしての企業価値の
最大化を図ってまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

代表取締役社長

トップメッセージ Topics

UBE Corporation Europe S.A.U.（スペイン）とＵＢＥエラストマー㈱は、持続可能な製品の国際的な
認証制度の一つであるISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得いたしました。ISCC

（International Sustainability and Carbon Certification）とは、持続可能なサプライチェーンを実現
し担保するための国際認証です。ISCC PLUSは、全世界に販売される主にバイオマスや再生由来等の原
料を対象としています。
ＵＢＥグループでは地球環境問題への取り組みにおいて、GHG排出量の削減に努めるとともに、環境に
貢献する製品や技術の開発とその実用化を推進しています。

ＵＢＥマシナリー㈱が、宇部本社本館の展示場とエントランスを全面リニューアルしまし
た。展示場の改装は9年ぶりで、これまでのパネル中心の展示を改め、10台の大型モニター
による動画放映を中心に実物や模型展示も交え、デジタルとアナログの両面でお客様に同
社の概要をお伝えする場に生まれ変わりました。

グループ2社がISCC PLUS認証（国際
持続可能性カーボン認証）を取得

ＵＢＥマシナリー㈱が宇部本社本館の
展示場を全面リニューアル

ＵＢＥは次世代育成支援対策推進法に基づく「一般事業主行動計画」を策定し、社員が仕事と子育てを両立しながら
その能力を十分発揮できるよう、雇用環境の整備や多様な労働条件の整備に取り組んでいます。これまで2013、
15、20年に厚生労働大臣より「くるみん認定」を受けていますが、より高い水準の取り組みを行ったとして2022年
12月に「プラチナくるみん」企業として認定されました。総労働時間の短縮やテレワーク制の導入・拡充、両立
支援ハンドブックの制定など、働きやすい職場づくりに努めるとともに女性活躍の積極的な推進が評価され、
プラチナ認定につながりました。

「プラチナくるみん」企業に認定

CO₂分離膜を中心とする需要の急増に対応するため、宇部ケミカル工場内のガス分離膜用
ポリイミド中空糸製造設備および堺工場内のガス分離膜モジュール製造設備の増設を決定
しました。いずれも2025年度上期に稼働予定で、生産能力は現行比で約1.8倍となります。
ＵＢＥの分離膜はポリイミド製で高耐久性に強みを持ち、中空糸を宇部ケミカル工場で、
モジュールを宇部ケミカル工場および堺工場で製造しています。近年では再生可能エネ
ルギーの利用拡大を背景として、バイオガスから二酸化炭素等を除去し、燃料となる
バイオメタンを抽出するCO₂分離膜の需要が欧州・北米を中心に急速に高まっており、
今後も世界的な市場拡大が続くと見込まれています。

ガス分離膜の製造設備増設を決定

2022年度 トピックス一覧
2022 4月 「パートナーシップ構築宣言」を公表

4月 ESG投資指数「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定
4月 「2050年カーボンニュートラルへの挑戦」に向け新たな中期（2030年度）目標を設定
5月  ＵＢＥグループ新中期経営計画「UBE Vision 2030 Transformation～1st Stage～」を発表
7月 JR浜松町駅に、屋外広告を掲出
7月 山口県立美術館「庵野秀明展」に特別協賛
7月 高純度硝酸の工場増設を決定
7月 米国DMC・EMCプラント建設の基本設計を開始
8月 株式会社エーピーアイコーポレーションの全株式取得を決定
8月 「統合報告書2022」を発行
8月 タイにおけるPCD製造設備増設および特殊コンパウンド設備新設を発表
9月 障がい者雇用の取り組みとして「ＵＢＥピース農園」を開園
9月 開放隅角緑内障・高眼圧症の患者さんを対象とした眼圧下降を目的とする点眼薬OMLONTI®（オミデネパグ 

イソプロピル点眼液0.002％）の米国食品医薬品局（FDA）承認を取得
10月 「第29回ＵＢＥビエンナーレ」に協賛　
10月 「第15回ＵＢＥクラシックコンサート」を開催
11月 ＵＢＥマシナリー㈱が「化学機器技術センター」を開設
11月 スペイン子会社がISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得………
12月 「プラチナくるみん」企業に認定………

2023 1月 製品別温室効果ガス排出量データの提供開始
1月 ＵＢＥエラストマー㈱がISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得………
1月 ガス分離膜の製造設備増設を決定………
2月 ＵＢＥマシナリー㈱が新型エアー浮上コンベヤ試験機を設置
3月 「健康経営優良法人2023（大規模法人部門、ホワイト500）」に認定
3月 ＵＢＥマシナリー㈱が宇部本社本館の展示場を全面リニューアル………
3月 宇部ケミカル工場が、映画『シン・仮面ライダー』にロケ協力
3月 ＵＢＥブランドムービー「繋げ未来 化学のチカラ」篇を公開
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UBE Corporation Europe S.A.U.

多くのサイネージ、印象的な壁面デザインが目を引く展示場

ＣＯ₂分離膜

宇部ケミカル工場内の
中空糸製造設備（Ⅲ期）

認証を取得した会社 認証を取得した製品

UBE Corporation Europe S.A.U. カプロラクタム、ポリアミド、1,6-ヘキサンジオール、1,5-ペンタン
ジオール、ポリカーボネートジオール

ＵＢＥエラストマー株式会社
千葉工場

ブタジエンゴム（BR）
（製品名：UBEPOL BR®、UBEPOL VCR®） ＵＢＥエラストマー㈱千葉工場

「共存同栄」
「有限の鉱業から無限の工業へ」

創業以来の歴史の中で培ってきたモノづくりの技術を活かし、
社会に必要とされている価値を、社会が求める安全で

環境負荷の少ない方法で創り出し、人々に提供していくこと。
これにより、人類共通の課題となった地球環境問題の解決に、

また人々の生命・健康、そして未来へとつながる
豊かな社会に貢献すること。

〈パーパス（存在意義）〉〈創業の精神〉

ＵＢＥグループの社会的価値

「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ
【概要】

「2019年の見学会の様子」
（ＵＢＥ三菱セメント㈱宇部コールセンター）

▪開催日時　2023年10月3日（火）11:15～17:00（予定）
▪集合場所　ANAクラウンプラザホテル宇部（3階 万葉の間）
▪募集人数　80名
▪応募資格　2023年3月末時点で、当社株式を１単元株（100株）以上お持ちの株主様
▪見学場所　ＵＢＥ㈱化学プラント、UBE-i-Plaza（総合案内施設）
　　　　　　ＵＢＥマシナリー㈱宇部工場
　　　　　　ＵＢＥ三菱セメント㈱宇部伊佐専用道路、伊佐セメント工場
▪参 加 費　無料（集合・解散場所までの往復交通費・宿泊費などは株主様のご負担とさせていただきます）
▪応募方法　同封の「参加申込書」はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください
▪申込締切日　2023年7月20日（木）［当日消印有効］

＊見学会の様子などを当社のWEBサイトや社内報などに掲載させていただく予定ですので予めご了承ください
＊抽選結果は、ご応募いただいた株主様全員に郵送にてお知らせいたします（８月下旬頃に発送予定）
＊詳細は同封の「個人株主様向け工場見学会のご案内」をご覧ください
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株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
第117期（2023年3月期）のビジネスレポートをお届けするにあたり、
一言ご挨拶申し上げます。

当期の業績
当期においては、ウクライナ情勢に伴う原燃料価格高騰に対して各製品
の販売価格是正を進め、また機能品セグメントにおいて販売が堅調に推移
しましたが、セメント関連事業を持分法適用関連会社（ＵＢＥ三菱セメン
ト株式会社）に移管した影響が大きく、売上高は前期を下回りました。営
業利益は、樹脂・化成品セグメントにおける原燃料価格高騰および需要減
退による販売数量減少に加え、アンモニア工場で隔年の定期修理を実施し
た影響が大きく、前期を下回りました。経常利益・親会社株主に帰属する
当期純利益は、営業利益の減少に加え、セメント関連事業が石炭価格高騰
の影響を受け持分法投資損益が大きく悪化したことから、前期を下回り損
失となりました。

配当について
当社は株主の皆様へ安定的な配当を継続することを基本方針とし、さら
に積極的な成長投資を通じた持続的成長により企業価値を高め、将来の株
主還元の一層の充実を図ってまいります。
当期の期末配当は、1株当たり45円といたしました。中間期に実施した1株あたり50円の配当と合わせ、年間1株
あたり前期同額の95円の配当となります。
また、次期につきましては、年間1株あたり100円の配当を予定しております。

中期経営計画の取り組み
当期の業績は、ナイロンポリマー、カプロラクタムおよびセメント関連事業において需要低迷や原燃料価格上昇の
影響を受けて最終損失となりましたが、当社グループは中期経営計画の基本方針のもと、スペシャリティ化と地球
環境問題への取り組みを強く意識した事業構造改革を進め、業績の回復と収益基盤の強化を図ってまいります。
さらに、当社グループの有する技術力やバリューチェーンにおける強みを活かして高付加価値と高収益性を実現で
きるスペシャリティ化学に重点的に経営資源を投入し、将来の更なる成長を推進します。
一方、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンを人的資本充実の最重要課題と位置づけ、ワークエンゲージ
メントの向上とともに挑戦する社風の醸成に取り組み、またDXを推進することで業務の効率化や新たな顧客価値の
創出を加速します。
化学事業持株会社として新たなスタートを切った当社は、スペシャリティ化学を中核にグローバルな成長を目指す
とともに、機械事業やセメント事業については自立的かつ機動的な運営を推進し、グループとしての企業価値の
最大化を図ってまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

代表取締役社長

トップメッセージ Topics

UBE Corporation Europe S.A.U.（スペイン）とＵＢＥエラストマー㈱は、持続可能な製品の国際的な
認証制度の一つであるISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得いたしました。ISCC

（International Sustainability and Carbon Certification）とは、持続可能なサプライチェーンを実現
し担保するための国際認証です。ISCC PLUSは、全世界に販売される主にバイオマスや再生由来等の原
料を対象としています。
ＵＢＥグループでは地球環境問題への取り組みにおいて、GHG排出量の削減に努めるとともに、環境に
貢献する製品や技術の開発とその実用化を推進しています。

ＵＢＥマシナリー㈱が、宇部本社本館の展示場とエントランスを全面リニューアルしまし
た。展示場の改装は9年ぶりで、これまでのパネル中心の展示を改め、10台の大型モニター
による動画放映を中心に実物や模型展示も交え、デジタルとアナログの両面でお客様に同
社の概要をお伝えする場に生まれ変わりました。

グループ2社がISCC PLUS認証（国際
持続可能性カーボン認証）を取得

ＵＢＥマシナリー㈱が宇部本社本館の
展示場を全面リニューアル

ＵＢＥは次世代育成支援対策推進法に基づく「一般事業主行動計画」を策定し、社員が仕事と子育てを両立しながら
その能力を十分発揮できるよう、雇用環境の整備や多様な労働条件の整備に取り組んでいます。これまで2013、
15、20年に厚生労働大臣より「くるみん認定」を受けていますが、より高い水準の取り組みを行ったとして2022年
12月に「プラチナくるみん」企業として認定されました。総労働時間の短縮やテレワーク制の導入・拡充、両立
支援ハンドブックの制定など、働きやすい職場づくりに努めるとともに女性活躍の積極的な推進が評価され、
プラチナ認定につながりました。

「プラチナくるみん」企業に認定

CO₂分離膜を中心とする需要の急増に対応するため、宇部ケミカル工場内のガス分離膜用
ポリイミド中空糸製造設備および堺工場内のガス分離膜モジュール製造設備の増設を決定
しました。いずれも2025年度上期に稼働予定で、生産能力は現行比で約1.8倍となります。
ＵＢＥの分離膜はポリイミド製で高耐久性に強みを持ち、中空糸を宇部ケミカル工場で、
モジュールを宇部ケミカル工場および堺工場で製造しています。近年では再生可能エネ
ルギーの利用拡大を背景として、バイオガスから二酸化炭素等を除去し、燃料となる
バイオメタンを抽出するCO₂分離膜の需要が欧州・北米を中心に急速に高まっており、
今後も世界的な市場拡大が続くと見込まれています。

ガス分離膜の製造設備増設を決定

2022年度 トピックス一覧
2022 4月 「パートナーシップ構築宣言」を公表

4月 ESG投資指数「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定
4月 「2050年カーボンニュートラルへの挑戦」に向け新たな中期（2030年度）目標を設定
5月  ＵＢＥグループ新中期経営計画「UBE Vision 2030 Transformation～1st Stage～」を発表
7月 JR浜松町駅に、屋外広告を掲出
7月 山口県立美術館「庵野秀明展」に特別協賛
7月 高純度硝酸の工場増設を決定
7月 米国DMC・EMCプラント建設の基本設計を開始
8月 株式会社エーピーアイコーポレーションの全株式取得を決定
8月 「統合報告書2022」を発行
8月 タイにおけるPCD製造設備増設および特殊コンパウンド設備新設を発表
9月 障がい者雇用の取り組みとして「ＵＢＥピース農園」を開園
9月 開放隅角緑内障・高眼圧症の患者さんを対象とした眼圧下降を目的とする点眼薬OMLONTI®（オミデネパグ 

イソプロピル点眼液0.002％）の米国食品医薬品局（FDA）承認を取得
10月 「第29回ＵＢＥビエンナーレ」に協賛　
10月 「第15回ＵＢＥクラシックコンサート」を開催
11月 ＵＢＥマシナリー㈱が「化学機器技術センター」を開設
11月 スペイン子会社がISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得………
12月 「プラチナくるみん」企業に認定………

2023 1月 製品別温室効果ガス排出量データの提供開始
1月 ＵＢＥエラストマー㈱がISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得………
1月 ガス分離膜の製造設備増設を決定………
2月 ＵＢＥマシナリー㈱が新型エアー浮上コンベヤ試験機を設置
3月 「健康経営優良法人2023（大規模法人部門、ホワイト500）」に認定
3月 ＵＢＥマシナリー㈱が宇部本社本館の展示場を全面リニューアル………
3月 宇部ケミカル工場が、映画『シン・仮面ライダー』にロケ協力
3月 ＵＢＥブランドムービー「繋げ未来 化学のチカラ」篇を公開
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UBE Corporation Europe S.A.U.

多くのサイネージ、印象的な壁面デザインが目を引く展示場

ＣＯ₂分離膜

宇部ケミカル工場内の
中空糸製造設備（Ⅲ期）

認証を取得した会社 認証を取得した製品

UBE Corporation Europe S.A.U. カプロラクタム、ポリアミド、1,6-ヘキサンジオール、1,5-ペンタン
ジオール、ポリカーボネートジオール

ＵＢＥエラストマー株式会社
千葉工場

ブタジエンゴム（BR）
（製品名：UBEPOL BR®、UBEPOL VCR®） ＵＢＥエラストマー㈱千葉工場

「共存同栄」
「有限の鉱業から無限の工業へ」

創業以来の歴史の中で培ってきたモノづくりの技術を活かし、
社会に必要とされている価値を、社会が求める安全で

環境負荷の少ない方法で創り出し、人々に提供していくこと。
これにより、人類共通の課題となった地球環境問題の解決に、

また人々の生命・健康、そして未来へとつながる
豊かな社会に貢献すること。

〈パーパス（存在意義）〉〈創業の精神〉

ＵＢＥグループの社会的価値

「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ
【概要】

「2019年の見学会の様子」
（ＵＢＥ三菱セメント㈱宇部コールセンター）

▪開催日時　2023年10月3日（火）11:15～17:00（予定）
▪集合場所　ANAクラウンプラザホテル宇部（3階 万葉の間）
▪募集人数　80名
▪応募資格　2023年3月末時点で、当社株式を１単元株（100株）以上お持ちの株主様
▪見学場所　ＵＢＥ㈱化学プラント、UBE-i-Plaza（総合案内施設）
　　　　　　ＵＢＥマシナリー㈱宇部工場
　　　　　　ＵＢＥ三菱セメント㈱宇部伊佐専用道路、伊佐セメント工場
▪参 加 費　無料（集合・解散場所までの往復交通費・宿泊費などは株主様のご負担とさせていただきます）
▪応募方法　同封の「参加申込書」はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください
▪申込締切日　2023年7月20日（木）［当日消印有効］

＊見学会の様子などを当社のWEBサイトや社内報などに掲載させていただく予定ですので予めご了承ください
＊抽選結果は、ご応募いただいた株主様全員に郵送にてお知らせいたします（８月下旬頃に発送予定）
＊詳細は同封の「個人株主様向け工場見学会のご案内」をご覧ください
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株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
第117期（2023年3月期）のビジネスレポートをお届けするにあたり、

一言ご挨拶申し上げます。

当期の業績
当期においては、ウクライナ情勢に伴う原燃料価格高騰に対して各製品

の販売価格是正を進め、また機能品セグメントにおいて販売が堅調に推移
しましたが、セメント関連事業を持分法適用関連会社（ＵＢＥ三菱セメン
ト株式会社）に移管した影響が大きく、売上高は前期を下回りました。営
業利益は、樹脂・化成品セグメントにおける原燃料価格高騰および需要減
退による販売数量減少に加え、アンモニア工場で隔年の定期修理を実施し
た影響が大きく、前期を下回りました。経常利益・親会社株主に帰属する
当期純利益は、営業利益の減少に加え、セメント関連事業が石炭価格高騰
の影響を受け持分法投資損益が大きく悪化したことから、前期を下回り損
失となりました。

配当について
当社は株主の皆様へ安定的な配当を継続することを基本方針とし、さら

に積極的な成長投資を通じた持続的成長により企業価値を高め、将来の株
主還元の一層の充実を図ってまいります。
当期の期末配当は、1株当たり45円といたしました。中間期に実施した1株あたり50円の配当と合わせ、年間1株

あたり前期同額の95円の配当となります。
また、次期につきましては、年間1株あたり100円の配当を予定しております。

中期経営計画の取り組み
当期の業績は、ナイロンポリマー、カプロラクタムおよびセメント関連事業において需要低迷や原燃料価格上昇の

影響を受けて最終損失となりましたが、当社グループは中期経営計画の基本方針のもと、スペシャリティ化と地球
環境問題への取り組みを強く意識した事業構造改革を進め、業績の回復と収益基盤の強化を図ってまいります。
さらに、当社グループの有する技術力やバリューチェーンにおける強みを活かして高付加価値と高収益性を実現で
きるスペシャリティ化学に重点的に経営資源を投入し、将来の更なる成長を推進します。
一方、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンを人的資本充実の最重要課題と位置づけ、ワークエンゲージ

メントの向上とともに挑戦する社風の醸成に取り組み、またDXを推進することで業務の効率化や新たな顧客価値の
創出を加速します。
化学事業持株会社として新たなスタートを切った当社は、スペシャリティ化学を中核にグローバルな成長を目指す

とともに、機械事業やセメント事業については自立的かつ機動的な運営を推進し、グループとしての企業価値の
最大化を図ってまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

代表取締役社長

トップメッセージ Topics

UBE Corporation Europe S.A.U.（スペイン）とＵＢＥエラストマー㈱は、持続可能な製品の国際的な
認証制度の一つであるISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得いたしました。ISCC

（International Sustainability and Carbon Certification）とは、持続可能なサプライチェーンを実現
し担保するための国際認証です。ISCC PLUSは、全世界に販売される主にバイオマスや再生由来等の原
料を対象としています。
ＵＢＥグループでは地球環境問題への取り組みにおいて、GHG排出量の削減に努めるとともに、環境に
貢献する製品や技術の開発とその実用化を推進しています。

ＵＢＥマシナリー㈱が、宇部本社本館の展示場とエントランスを全面リニューアルしまし
た。展示場の改装は9年ぶりで、これまでのパネル中心の展示を改め、10台の大型モニター
による動画放映を中心に実物や模型展示も交え、デジタルとアナログの両面でお客様に同
社の概要をお伝えする場に生まれ変わりました。

グループ2社がISCC PLUS認証（国際
持続可能性カーボン認証）を取得

ＵＢＥマシナリー㈱が宇部本社本館の
展示場を全面リニューアル

ＵＢＥは次世代育成支援対策推進法に基づく「一般事業主行動計画」を策定し、社員が仕事と子育てを両立しながら
その能力を十分発揮できるよう、雇用環境の整備や多様な労働条件の整備に取り組んでいます。これまで2013、
15、20年に厚生労働大臣より「くるみん認定」を受けていますが、より高い水準の取り組みを行ったとして2022年
12月に「プラチナくるみん」企業として認定されました。総労働時間の短縮やテレワーク制の導入・拡充、両立
支援ハンドブックの制定など、働きやすい職場づくりに努めるとともに女性活躍の積極的な推進が評価され、
プラチナ認定につながりました。

「プラチナくるみん」企業に認定

CO₂分離膜を中心とする需要の急増に対応するため、宇部ケミカル工場内のガス分離膜用
ポリイミド中空糸製造設備および堺工場内のガス分離膜モジュール製造設備の増設を決定
しました。いずれも2025年度上期に稼働予定で、生産能力は現行比で約1.8倍となります。
ＵＢＥの分離膜はポリイミド製で高耐久性に強みを持ち、中空糸を宇部ケミカル工場で、
モジュールを宇部ケミカル工場および堺工場で製造しています。近年では再生可能エネ
ルギーの利用拡大を背景として、バイオガスから二酸化炭素等を除去し、燃料となる
バイオメタンを抽出するCO₂分離膜の需要が欧州・北米を中心に急速に高まっており、
今後も世界的な市場拡大が続くと見込まれています。

ガス分離膜の製造設備増設を決定

2022年度 トピックス一覧
2022 4月 「パートナーシップ構築宣言」を公表

4月 ESG投資指数「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定
4月 「2050年カーボンニュートラルへの挑戦」に向け新たな中期（2030年度）目標を設定
5月  ＵＢＥグループ新中期経営計画「UBE Vision 2030 Transformation～1st Stage～」を発表
7月 JR浜松町駅に、屋外広告を掲出
7月 山口県立美術館「庵野秀明展」に特別協賛
7月 高純度硝酸の工場増設を決定
7月 米国DMC・EMCプラント建設の基本設計を開始
8月 株式会社エーピーアイコーポレーションの全株式取得を決定
8月 「統合報告書2022」を発行
8月 タイにおけるPCD製造設備増設および特殊コンパウンド設備新設を発表
9月 障がい者雇用の取り組みとして「ＵＢＥピース農園」を開園
9月 開放隅角緑内障・高眼圧症の患者さんを対象とした眼圧下降を目的とする点眼薬OMLONTI®（オミデネパグ 

イソプロピル点眼液0.002％）の米国食品医薬品局（FDA）承認を取得
10月 「第29回ＵＢＥビエンナーレ」に協賛　
10月 「第15回ＵＢＥクラシックコンサート」を開催
11月 ＵＢＥマシナリー㈱が「化学機器技術センター」を開設
11月 スペイン子会社がISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得………
12月 「プラチナくるみん」企業に認定………

2023 1月 製品別温室効果ガス排出量データの提供開始
1月 ＵＢＥエラストマー㈱がISCC PLUS認証（国際持続可能性カーボン認証）を取得………
1月 ガス分離膜の製造設備増設を決定………
2月 ＵＢＥマシナリー㈱が新型エアー浮上コンベヤ試験機を設置
3月 「健康経営優良法人2023（大規模法人部門、ホワイト500）」に認定
3月 ＵＢＥマシナリー㈱が宇部本社本館の展示場を全面リニューアル………
3月 宇部ケミカル工場が、映画『シン・仮面ライダー』にロケ協力
3月 ＵＢＥブランドムービー「繋げ未来 化学のチカラ」篇を公開

1

2

3

41

1

2

3

4

UBE Corporation Europe S.A.U.

多くのサイネージ、印象的な壁面デザインが目を引く展示場

ＣＯ₂分離膜

宇部ケミカル工場内の
中空糸製造設備（Ⅲ期）

認証を取得した会社 認証を取得した製品

UBE Corporation Europe S.A.U. カプロラクタム、ポリアミド、1,6-ヘキサンジオール、1,5-ペンタン
ジオール、ポリカーボネートジオール

ＵＢＥエラストマー株式会社
千葉工場

ブタジエンゴム（BR）
（製品名：UBEPOL BR®、UBEPOL VCR®） ＵＢＥエラストマー㈱千葉工場

「共存同栄」
「有限の鉱業から無限の工業へ」

創業以来の歴史の中で培ってきたモノづくりの技術を活かし、
社会に必要とされている価値を、社会が求める安全で

環境負荷の少ない方法で創り出し、人々に提供していくこと。
これにより、人類共通の課題となった地球環境問題の解決に、

また人々の生命・健康、そして未来へとつながる
豊かな社会に貢献すること。

〈パーパス（存在意義）〉〈創業の精神〉

ＵＢＥグループの社会的価値

「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ
【概要】

「2019年の見学会の様子」
（ＵＢＥ三菱セメント㈱宇部コールセンター）

▪開催日時　2023年10月3日（火）11:15～17:00（予定）
▪集合場所　ANAクラウンプラザホテル宇部（3階 万葉の間）
▪募集人数　80名
▪応募資格　2023年3月末時点で、当社株式を１単元株（100株）以上お持ちの株主様
▪見学場所　ＵＢＥ㈱化学プラント、UBE-i-Plaza（総合案内施設）
　　　　　　ＵＢＥマシナリー㈱宇部工場
　　　　　　ＵＢＥ三菱セメント㈱宇部伊佐専用道路、伊佐セメント工場
▪参 加 費　無料（集合・解散場所までの往復交通費・宿泊費などは株主様のご負担とさせていただきます）
▪応募方法　同封の「参加申込書」はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください
▪申込締切日　2023年7月20日（木）［当日消印有効］

＊見学会の様子などを当社のWEBサイトや社内報などに掲載させていただく予定ですので予めご了承ください
＊抽選結果は、ご応募いただいた株主様全員に郵送にてお知らせいたします（８月下旬頃に発送予定）
＊詳細は同封の「個人株主様向け工場見学会のご案内」をご覧ください
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2 「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ
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グループ２社がISCC PLUS認証

（国際持続可能性カーボン認証）を取得
4 連結業績ハイライト

裏表紙 会社情報・株式情報

当社宇部ケミカル工場が、2023年3月18日公開の映画
『シン・仮面ライダー』の撮影にロケ地として協力しました。

東京本社　〒105-8449　東京都港区芝浦1-2-1 シーバンスN館
宇部本社　〒755-8633　山口県宇部市大字小串1978-96

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

※本ビジネスレポートに記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含ま
れています。実際の業績は当社の予想と大きく異なることがありますことをご承知おきください。

会社情報・株式情報
会社概要 （2023年3月31日現在）

新役員 （2023年6月29日現在）

設立 1942（昭和17）年3月
資本金 58,435百万円
従業員数 2,216人 （連結 8,028人）
連結対象会社 51社

（連結子会社36社、持分法適用会社15社）

株主メモ

　市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお
手続きで必要となります。
　このため、株主様からお取引の証券会社等へマイナンバーのお
届出をお願いいたします。

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内

お手続きの内容
証券会社の口座を

開設されている株主様
のお問い合わせ先

証券会社の口座を
開設されていない

株主様のお問い合わせ先

単元未満株式の買取・買増

お取引先の証券会社
三菱UFJ信託銀行

株式会社 証券代行部

住所・氏名等の変更

株式の口座振替請求

配当金受取り方法の指定

未払配当金のお支払 三菱UFJ信託銀行
株式会社 証券代行部その他株式事務について

株式に関するお手続きについて

事業年度 毎年4月1日より翌年3月31日まで

定時株主総会
開催時期 毎年6月下旬開催

基準日　 定時株主総会　3月31日  期 末 配 当　3月31日 
 中 間 配 当　9月30日

公告の方法 電子公告（https://www.ube.co.jp）

株主名簿管理人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（同連絡先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

 0120-232-711（通話料無料）

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先
証券口座にて株式を管理されている株主様
お取引の証券会社
証券会社とのお取引がない株主様
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
フリーダイヤル 0120-232-711

IRカレンダー（2023年6月～2024年5月）

第2四半期 第3四半期 第4四半期第1四半期

   11月上旬
▌第2四半期決算発表

   12月上旬
▌ビジネスレポートVOL.22 発行

   6月29日
▌定時株主総会開催
▌ビジネスレポートVOL.21 発行

   
   8月中旬
▌統合報告書 発行

   8月上旬 
▌第1四半期決算発表

   2月上旬
▌第3四半期決算発表

   5月中旬
▌通期決算発表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

取締役会長 山本　謙
代表取締役社長 泉原雅人
代表取締役 玉田英生
取締役 石川博隆
社外取締役  福水健文
社外取締役  満岡次郎

山本　謙 泉原雅人

山本爲三郎

満岡次郎

玉田英生

石川博隆 福水健文

鈴木智子

取締役監査等委員 藤井正幸
社外取締役監査等委員 山本爲三郎
社外取締役監査等委員 鈴木智子
社外取締役監査等委員 田中達也
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  事業利益（=営業利益+受取利息・受取配当金+持分法投資損益）/ 総資産

* 自己資本比率 =
  自己資本（=純資産‒新株予約権‒非支配株主持分）/ 総資産

* 自己資本当期純利益率（ROE）=
  親会社株主に帰属する当期純利益 / 自己資本

* D/Eレシオ =
  有利子負債 / 自己資本

連結業績ハイライト

藤井正幸

田中達也

Ⓒ石森プロ・東映/2023 「シン・仮面ライダー」 製作委員会

ＵＢＥ採用チーム
公式アカウント @ube_recruiting

山本爲三郎
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1 トップメッセージ
2 「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ

2-3 トピックス
グループ２社がISCC PLUS認証

（国際持続可能性カーボン認証）を取得
4 連結業績ハイライト

裏表紙 会社情報・株式情報

当社宇部ケミカル工場が、2023年3月18日公開の映画
『シン・仮面ライダー』の撮影にロケ地として協力しました。

東京本社　〒105-8449　東京都港区芝浦1-2-1 シーバンスN館
宇部本社　〒755-8633　山口県宇部市大字小串1978-96

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

※本ビジネスレポートに記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含ま
れています。実際の業績は当社の予想と大きく異なることがありますことをご承知おきください。

会社情報・株式情報
会社概要 （2023年3月31日現在）

新役員 （2023年6月29日現在）

設立 1942（昭和17）年3月
資本金 58,435百万円
従業員数 2,216人 （連結 8,028人）
連結対象会社 51社

（連結子会社36社、持分法適用会社15社）

株主メモ

　市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお
手続きで必要となります。
　このため、株主様からお取引の証券会社等へマイナンバーのお
届出をお願いいたします。

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内

お手続きの内容
証券会社の口座を

開設されている株主様
のお問い合わせ先

証券会社の口座を
開設されていない

株主様のお問い合わせ先

単元未満株式の買取・買増

お取引先の証券会社
三菱UFJ信託銀行

株式会社 証券代行部

住所・氏名等の変更

株式の口座振替請求

配当金受取り方法の指定

未払配当金のお支払 三菱UFJ信託銀行
株式会社 証券代行部その他株式事務について

株式に関するお手続きについて

事業年度 毎年4月1日より翌年3月31日まで

定時株主総会
開催時期 毎年6月下旬開催

基準日　 定時株主総会　3月31日  期 末 配 当　3月31日 
 中 間 配 当　9月30日

公告の方法 電子公告（https://www.ube.co.jp）

株主名簿管理人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（同連絡先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

 0120-232-711（通話料無料）

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先
証券口座にて株式を管理されている株主様
お取引の証券会社
証券会社とのお取引がない株主様
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
フリーダイヤル 0120-232-711

IRカレンダー（2023年6月～2024年5月）

第2四半期 第3四半期 第4四半期第1四半期

   11月上旬
▌第2四半期決算発表

   12月上旬
▌ビジネスレポートVOL.22 発行

   6月29日
▌定時株主総会開催
▌ビジネスレポートVOL.21 発行

   
   8月中旬
▌統合報告書 発行

   8月上旬 
▌第1四半期決算発表

   2月上旬
▌第3四半期決算発表

   5月中旬
▌通期決算発表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

取締役会長 山本　謙
代表取締役社長 泉原雅人
代表取締役 玉田英生
取締役 石川博隆
社外取締役  福水健文
社外取締役  満岡次郎

山本　謙 泉原雅人

山本爲三郎

満岡次郎

玉田英生

石川博隆 福水健文

鈴木智子

取締役監査等委員 藤井正幸
社外取締役監査等委員 山本爲三郎
社外取締役監査等委員 鈴木智子
社外取締役監査等委員 田中達也
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* 総資産事業利益率（ROA）=
  事業利益（=営業利益+受取利息・受取配当金+持分法投資損益）/ 総資産

* 自己資本比率 =
  自己資本（=純資産‒新株予約権‒非支配株主持分）/ 総資産

* 自己資本当期純利益率（ROE）=
  親会社株主に帰属する当期純利益 / 自己資本

* D/Eレシオ =
  有利子負債 / 自己資本
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